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時代背景
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運送方法の種類

「乗合」と「乗合以外」の違い

「乗合タクシー」と「タクシー相乗り」の違い

（出所）関東運輸局作成
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運送方法の種類
「一般乗合交通」の運送の類型

「デマンド型」の類型 （上記のうち路線不定期運行／区域運行）

（出所）関東運輸局作成
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運送方法の種類
国内におけるライドシェアのタイプは現在 2種類
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初期検討事項

〜デマンド交通／ライドシェアの導入〜

1. 運行エリア

a. 自治体全域／一部地域のみを対象とするなど

b. 自治体内が発着地のいずれかになっていれば、自治体外への運行も可能

2. 運行日時

a. 曜日限定での運行や、昼間・夜間のみの運行など

3. 対象者

a. 住民のみを対象とするか、来訪者も利用可能にするかなど

4. コールセンター設置の有無

a. 電話予約を受け付ける場合、コールセンターの設置が必要

b. 専門の事業者に依頼する場合、最大 500,000円/月程度が発生
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個別検討事項

事例 デマンド交通 ライドシェア

検討事項

①運⾏事業者の確保
バス事業者、タクシー事業者が
主な候補です。

②想定稼働台数
運⾏時に何台程度を稼働させる
かを検討します。

③運賃
バスより⾼く、タクシーより低
く設定することが⼀般的です。

①運⾏管理の責任者の確保
交通事業者に委託することもできます
②ドライバーの要件
免許取得後⼀定の年数経過していることや、任意保
険の加⼊内容などを定めることが望ましいとされ
ます
③運賃
タクシー運賃の８割が⽬安となります
④ドライバーへの謝礼‧⼿当
運賃収⼊のうちどの程度をドライバーに配分する
か、燃料費等の⼿当を提供するかを定めます
（例）ドライバー謝礼：運賃の70％
   ドライバー⼿当：燃料費 15円/km
⑤ドライバー募集の⽅法

必要経費の
⽬安

約1,400,000円∕⽉,台
※1台を平⽇のみ運⾏の場合
※台数増加の場合、運⾏費のみ増額

約1,500,000円∕⽉〜
※毎⽇運⾏の場合
※台数に制限はなし
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まとめ

地域交通として活⽤される事例

事例 特徴 必要な⼿続き

コミュニティバス
‧定時定路線型 
‧ある程度需要がまとまって発⽣する場合に
 適する

‧事業許可∕路線の認可
‧運賃の認可∕届出

乗合タクシー
（デマンドタクシー）

‧路線を定めず予約に応じて運⾏ 
‧需要が分散している場合に適する

‧事業許可∕区域の認可 
‧運賃の認可∕届出

タクシーの運賃低廉化 
（⾏政によるタクシー

運賃の⼀部負担）

‧⼀般タクシーのため、予約は必要 
‧⾏政が対象者にタクシー券を配布するなど
 して、メーター運賃の⼀部を負担

‧特段なし

公共ライドシェア
‧⾃治体やNPOが主体
‧移動⼿段や担い⼿が不⾜する「交通空⽩地」 
で実施可能

‧運輸局への登録


